


　　　のびのにじたなののにする

　は、とはなり、やのき、をいにするである。をとするたちは、をえ、をし、をえ、いのちをしうためになとして、をにんできた。しかし、い、がであることのはまってこなかった。
また、をむのにじたなをぶことができないことで、をとするそののは、はにおいてなをけ、そののにおいてものがなにかれている。
は、「ては、なり、（をむ。）そのののためのについてののがされるとともに、のはのためのについてのののがられること」をとして、てのが、のによってけてられることなく、にとをしいながらするのをることとしている。
　こうしたから、たちは、がであることのにめるとともに、にとってのにじたながであることをしくし、がしやすいものとなるようにをえていくがある。
　たちは、があってもらなくらのをにえ、にをることができるづくりをし、のにかかわらずもがしてできるをするため、このをする。
　（）
１　このは、のびのにじたなののにし、をめ、びにのびにびのをらかにするとともに、のするをめることにより、のにかかわらずもがしてできるのにすることをとする。
（の）
２　このにおいて、のにげるのは、にめるところによる。
　⑴　　、、（をむ。）そのののの（「」という。）があるであって、び（があるにとってはをむでとなるようなにおける、、、そののものをいう。）によりにはになをけるにあるものをいう。
　⑵　　、、、、、、、、なそのをし、びし、びにをるためのをいう。
　⑶　　にし、はし、しくはするをいう。
　⑷　　においてをうはそののをいう。
　（）
３　のびのにじたなののは、てのがのによってけてられることなく、にとをしうことがであるとののにわれなければならない。
２　のは、がのをするであるというのにわれなければならない。
３　のにじたなののは、がのにじたなをするがされることをとしてわれなければならない。
　（の）
４　は、にめる（「」という。）にのっとり、のびのにじたなののにするをするものとする。
　（の）
５　は、にするをめ、がするにするようめるものとする。
　（の）
６　は、にするをめ、がするにするようめるものとする。
２　は、をうにたり、がのにじたなをするためのなをうものとする。
　（の）
７　は、のびのにじたなのをするため、にげるをにするものとする。
　⑴　がであることのにする
　⑵　のにじたなにするのにする
　⑶　のにじたなをしやすいのにする
　⑷　そのがとめる
２　は、そののにおいて、にし、のびびにのになをずるようめるものとする。
　（の）
８　は、１にげるをし、び２にするをずるため、があるとめるときは、そのののをくものとする。
　（）
９　こののにしなは、がめる。
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